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応
力
だ
。
日
銀
が
社
債
や
C
P
の
買
い
取
り

を
実
施
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
金
融
機
関

に
貸
し
出
し
余
力
が
な
い
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
欧
米
と
異
な
り
、
日
本
の
金
融
機
関
は

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
の
直
接
的
な
影
響

は
比
較
的
小
さ
か
っ
た
。
し
か
し
、
株
価
の

急
落
に
よ
っ
て
保
有
資
産
が
痛
ん
で
し
ま
っ

た
。
ま
た
、
景
気
の
急
速
な
悪
化
は
、
企
業

貸
出
資
産
の
不
良
資
産
化
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
こ
の
結
果
、
金
融
機
関
の
自
己
資
本
が

縮
小
し
、
企
業
の
資
金
需
要
に
十
分
な
対
応

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
急
速
な
悪
化
で
は
な
く
、
も

う
少
し
緩
や
か
な
景
気
後
退
で
あ
れ

ば
、
金
融
機
関
は

企
業
の
資
金
需

要
に
十
分
応
え

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
も
か
な
り
怪

し
い
。
業
績
が
比
較
的

安
定
し
て
い
る
の
な
ら

と
も
か
く
、
変
動
の
激

し
い
業
種
や
企
業
の
資

金
需
要
に
は
、
や
は
り

金
融
機
関
は
慎
重
に

対
応
す
る
と
考
え
て

お
い
た
方
が
い
い
。
特

に
、
内
外
で
の
競
争
が

激
し
い
業
種
の
場
合
、
金
融
機
関
の
対
応
は

厳
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
景
気
の
後
退
は
、
そ

の
ス
ピ
ー
ド
と
深
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
金
融

機
関
の
資
産
を
痛
め
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い

か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
最
後
に
頼
り
に
な
る
の
は
企
業

自
身
の
手
元
流
動
性
で
あ
る
。
景
気
後
退
と

い
う
雨
の
日
に
金
融
機
関
が
差
し
出
す
資

金
繰
り
の
傘
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
の
な
ら
、

企
業
に
と
っ
て
は
自
己
防
衛
し
か
な
い
。
余

分
な
流
動
性
の
保
有
は
一
見
無
駄
な
よ
う

だ
が
、
景
気
後
退
を
予
測
し
、
そ
れ
に
備
え

た
適
切
な
流
動
性
の
意
義
を
再
確
認
し
て
お

き
た
い
。

企
業
の
資
金
繰
り
が
悪
化
し
て
い
る
。
日

銀
が
新
し
い
金
融
政
策
の
導
入
を
決
定
し
、

社
債
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー（
C
P
）の
買
い

取
り
を
実
施
す
る
の
も
、
資
金
繰
り
の
支
援

を
目
的
と
す
る
。

資
金
繰
り
の
悪
化
を
見
る
た
め
、
二
〇
〇

二
年
か
ら
〇
八
年
七
〜
九
月
期
ま
で
の
大
企

業
の
資
金
調
達
額（
有
利
子
負
債
）の
推
移
を

図
示
し
た
。
な
お
、
一
〇
〜
一
二
月
期
に
入

っ
て
、
出
荷
の
急
減
と
在
庫
増
か
ら
、
企
業
の

資
金
繰
り
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
ま
だ
、
そ
の
状
況
を

正
確
に
把
握
で
き
る
統
計
の
公
表
は
な
い
。

さ
て
、
図
に
よ
れ
ば
、
〇
八
年
度
に
入
り
、

短
期
有
利
子
負
債
の
急
増
が
見
ら
れ
る
。
長

期
有
利
子
負
債
も
、
増
加
率
は
短
期
有
利

子
負
債
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
状
況
に

変
化
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
〇
三
年
以
降
、

一
貫
し
て
売
上
高
の
増
加
率
を
下
回
っ
て
い

た
が
、
〇
八
年
四
〜
六
月
以
降
は
上
回
っ
て

き
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
業
種
別
の
状
況
を
述
べ

て
お
き
た
い
。
製
造
業
は
設
備
投
資
を
増
加

さ
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
有
利
子
負
債
は

短
期
を
中
心
に
〇
七
年
頃
か
ら
す
で
に
増
加

率
を
高
め
て
い
る
。
〇
八
年
に
入
っ
て
急
増
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
一
方
、
非
製
造
業
で

は
、
卸
売
や
不
動
産
を
は
じ
め
と
し
て
有
利

子
負
債
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
日

銀
の
新
し
い
金
融
政
策
は
主
に
非
製
造
業
を

対
象
に
し
た
も
の
だ
と
理
解
で
き
る
。

資
金
繰
り
と
表
裏
一
体
の
関
係
に

あ
る
の
が
、
企
業
が
保
有
す
る
現
預
金

や
換
金
性
の
高
い
有
価
証
券
で
あ
る
。

手
元
流
動
性
と
し
て
最
も
重
要
な
現

預
金
の
保
有
額
を
見
て
お
く
と
、
〇
七

年
夏
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン（
ア
メ
リ
カ
の
信

用
力
の
低
い
個
人
向
け
住
宅
ロ
ー
ン
）問
題
を

契
機
と
し
て
、
現
預
金
の
取
り
崩
し
が
見
ら

れ
る
。
製
造
業
は
輸
送
用
機
器
を
代
表
と

し
て
ほ
ぼ
全
業
種
で
、
ま
た
、
非
製
造
業
は

不
動
産
、
小
売
、
卸
売
で
の
取
り
崩
し
が
目

立
つ
。
有
利
子
負
債
を
取
り
入
れ
る
と
同
時

に
、
過
去
に
積
み
上
げ
た
流
動
性
を
取
り
崩

し
、
景
気
の
急
速
な
後
退
に
対
処
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
金
融
機
関
の
対

適
切
な

流
動
性
の

意
義
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短期有利子負債�
長期有利子負債�
売上高�

20
02
年
  1
～
3月
�

20
03
年
  1
～
3月
�

20
04
年
  1
～
3月
�

20
05
年
  1
～
3月
�

20
06
年
  1
～
3月
�

20
07
年
  1
～
3月
�

20
08
年
  1
～
3月
�

前
年
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期
比（
％
）�

年・四半期�

注：対象は資本金10億円以上の企業であり、金融業と保険業を除く。�
資料：財務省「法人企業統計」に基づいて作成。�

●有利子負債残高の増加率の推移（大企業・全産業）�
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